
「０ＡＢ－Ｊ ＩＰ電話の品質要件の在り方に関する研究会」 

開催要綱 

 

１．目的 

内閣府規制改革会議において、0AB-J IP 電話(電話番号として 03 や 06 等の市外局番を用いる

IP 電話)の品質要件の見直しが検討課題として取り上げられ、平成 25 年 6 月 5 日付けの同会議答

申において、「0AB-J IP電話の品質要件の見直しにつき、安定品質要件の要否を含め検討を行い、

結論を得る【平成 25 年検討開始、平成 26 年結論、その後措置】」こととされている。 

本研究会は､答申の内容を踏まえ、最新の技術動向や利用者ニーズを踏まえた 0AB-J IP 電話

の品質要件の在り方について検討することを目的とする。 

 

２．名称 

本研究会の名称は、「０ＡＢ－Ｊ ＩＰ電話の品質要件の在り方に関する研究会」と称する。 

 

３．主な検討事項 

（１）   ０ＡＢ－Ｊ ＩＰ電話に対して利用者が求める要件 

（２） 最新の技術動向等を踏まえた、利用者視点での品質要件の検討 

（３） 安定品質の要件具体化 

（４） その他 

 

４．構成及び運営 

（１） 本研究会は総合通信基盤局電気通信事業部長の研究会とする。 

（２） 本研究会の構成員は、別紙のとおりとする。 

（３） 本研究会に主査及び主査代理を置く。 

（４） 本研究会は、主査が運営する。 

（５） 主査代理は、主査を補佐し、主査不在のときは、その職務を代行する。 

（６） 本研究会は、必要があると認めるときは、構成員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。 

（７） その他、本研究会の運営に必要な事項は主査が定めるところによる。 

 

５．議事の公開 

（１） 本研究会の議事は、特段の事情がある場合を除き公開を原則とする。 

（２） 主査が必要性を認める場合は、非公開とすることができる。 

（３） 本研究会の会議については、原則として、議事要旨を作成し、公開する。 

 

６．開催期間 

資料１－１ 



本研究会は、平成２５年１２月から開催し、平成２６年１２月頃に取りまとめを行う予定とする。 

 

７．庶務 

本研究会の庶務は、総合通信基盤局電気通信事業部電気通信技術システム課において行う。 

  



別紙 

 

０ＡＢ－Ｊ ＩＰ電話の品質要件の在り方に関する研究会 構成員一覧 

 

（五十音順、敬称略） 
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